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	自ら問い直す子供の育成
	子供が批判的思考を働かせるための教師の関わり
	（２次案内）

	令和８年度  教育研究協議会
	日㈮
	日㈮
	【研究の重点】
	　〇　教師がどのように関わることで批判的思考が働くのか、その具体を提案します
	　〇　根拠・前提・推論を吟味し、子どもが自ら考えを再構成する姿を提案します

	新潟⼤学附属長岡中学校
	当校HPはこちらから→



	午後１校時目　公開授業（５教科）13:20～14:10
	英語科(3年2組)　授業者：大矢寿和
	L6    What    Is    Fair?

	数学科(1年3組)　授業者：柴野浩輔
	「この避難所、本当に大丈夫？」
	～ 数学的モデルを問い直す比例・反比例 ～
	「わたしが感じる『美しい』とは」

	社会科(3年3組)　授業者：藤樌悠太
	美術科(2年1組)　授業者：池田義広
	よりよい民主政治に向けて何ができるか？
	～民主政治と日本の政治～


	ものづくり科　授業者：親松直樹　
	1校時目 2年3組　2校時目 2年1組
	　前単元で見いだした長岡の観光資源の魅力や価値を基に、長岡に「また来たい」と思えるきっかけをデザインします。生成AIを活用してアプリなどの試作品を制作・改善していきます。本時では、相互評価や対話を通して価値がより伝わるプロモーションの方向性について合意形成する過程を公開します。
	長岡に「もう一日」を。
	～「また来たい」のきっかけをデザインしよう～


	「ものづくり科」とは？
	　本校では、次世代の社会に求められる「イノベーション人材」の育成を目指し、文部科学省研究開発学校として、幼小中一貫の新教科「ものづくり科」を創設しました。技術・家庭科（技術分野）、美術科、総合的な学習の時間の一部を再編し、「人の願いや社会の状況」に着目しながら、新たな価値を創り出す学びに挑戦しています。
	　「ものづくり科」では、単にハードとしての「もの」をつくるだけでなく、デザイン思考のプロセスを軸に、産官学のリソースを効果的に活用します。そして、多様な他者と協働しながら社会の課題を見出し、解決を目指す学びを展開しています。本公開授業では、子供たちが身近な課題を自分事として捉え、新たな価値を求めて試行錯誤と検証を積み重ねる姿をご覧いただきます。あわせて、新教科立ち上げの経緯や試行錯誤、カリキュラム開発の実際についても共有します。未来の社会を切り拓く新しい教育実践を、ぜひ一緒に探究しましょう。



	午後２校時目　公開授業（７教科）14:20～15:10
	英語科(2年2組)　授業者：池田紗貴子
	留学生に日本の魅力を紹介しよう

	国語科(2年3組)　授業者：野尻尚峻
	問いで読みを深め合おう
	～「小さな手袋」～


	理科(3年1組)　授業者：石田幸弥
	ワレワレハウチュウジンダ
	～あなたの目には、何が見える？～

	附属幼稚園の園児が喜ぶ遊びを開発しよう！

	保健体育科(1年3組)　授業者：鈴木高志
	体育でアプリ？
	特別の教科 道徳(1年1組)　授業者：宮田優美
	わたしはどう生きるか



	11月27日（金）　公開授業（音楽科）
	なぜ《長岡甚句》が戦後復興の心の支えと
	　　　　　なり、現在まで受け継がれてきたのか
	音楽科(1年2組)　授業者：吉村智宏

	11月27日　音楽科日程
	受 　　付 １２：３５～１２：５５
	全体発表 １３：００～１３：３０
	公開授業 １３：４０～１４：３０
	協   議   会 １４：４５～１６：１５

	当日のスケジュール
	受付
	12:15～12:35
	参加者への特典
	①　参加費無料
	②　研究紀要無料
	（学生は対象外）
	全体発表
	12:40～13:10
	午後１校時目
	13:20～14:10

	５教科公開
	○数学科　　　　（１年３組）　　　　　
	○英語科　　　　（３年２組）　　　　　
	○社会科　　　　（３年３組）　　　　　
	○美術科　　　　（２年１組）　　　　　
	○ものづくり科　（２年３組）　
	午後２校時目
	14:20～15:10

	７教科公開
	○国語科　　　　（２年１組）　　　　　
	○英語科　　　　（２年２組）　　　　　
	○理科　　　　　（３年１組）　　　　　
	○家庭分野　　　（３年２組）　　　
	○保健体育科　　（１年３組）　　　
	○特別の教科道徳（１年１組）
	○ものづくり科　（２年１組）　
	協議会
	15:20～16:40
	○校長挨拶
	○ものづくり科全体発表　　　　　
	○教科研究全体発表

	アクセス
	〇長岡駅から徒歩の場合
	　長岡駅東口を出て、徒歩15分

	〇長岡駅からバス利用の場合
	　長岡駅東口バスターミナル
	　【悠久山行き】乗車
	　　約５分乗車→学校町下車

	〇車をご利用の場合
	○音楽科（１年２組）


	参加のお申込はこちら
	研究会で一緒に考えてみませんか？
	ともに考え、悩み、意見を交わし
	子どもの姿から一緒に考える１日にしましょう
	どのような教師の関わりが
	　　　　　　　　　批判的思考を促すのか
	批判的思考を働かせた子どもを
	　　　　どのように見取り授業へつなげるのか



